
小学校第５学年 外国語活動 学習指導案 

期 日 平成 27年 12月 4日（金）第５校時 

場 所 山鹿市立中富小学校 ５年教室 

指導者 教諭  松尾 良也 

１ 単元名 
  「Lesson５ What do you like?」(Hi, friends!１ 文部科学省) 
 
２ 単元について 
(１) 単元観 
 本単元は，色や形の言い方や好きなものは何かを尋ねる表現を題材としている。友だちの好きな色や

形などを尋ね，Ｔシャツづくりに活かす活動を通して，コミュニケーションを図る楽しさや友だちのこ

とを知る楽しさを味わうことをねらいとしている。また，児童が既に知っている外来語による色や形の

言い方と外国語の発音との違いに気づき，外国語の発音に興味や関心を持たせることに適した教材であ

る。本単元では，色や形の名前，好きなものの尋ね方を知り，「What ～ do you like？」という表現を

知ることで，「好きなスポーツ」「好きな食べ物」「好きな動物」など幅広く質問することができるよ

うになり，コミュニケーションの幅を広げることもできる。Ｔシャツづくりの活動を通して，ペアでの

やりとりで必要な「○○ please.」「Here you are.」「Thank you.」などの表現が自然に出せるようにし，

気持ちよくコミュニケーションを図れるように慣れ親しませたい。 
(２) 系統観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(３) 児童観 
 本学級の児童は，男子１１名，女子３名，合計１４名の全体的に元気がよく，明るい雰囲気の学級で

ある。意欲的に授業に取り組む姿勢が見られる反面，羽目を外してしまい本来の活動から外れそうにな

る児童もいる。 
 (児童アンケート結果より：平成２７年１１月１１日実施 １４人対象／１４人中) 

４(あてはまる) ３(どちらかと言えばあてはまる) ２(どちらかと言えばあてはまらない) １(あてはまらない) 
 質問 結果  （ ）内の数字は人数 
意

識

調

査 

外国語活動の学習は好きである。 ４（１４人）３（０人）２（０人）１（０人） 
自分は誰とでもペアやグループ活動ができ

ている。 
４（６人）３（８人）２（０人）１（０人） 

聞こえた通りに発音しようと心掛けている。 ４（１４人）３（０人）２（０人）１（０人） 

導

入 

学習の「めあて」を聞いたとき，やってみた

いと思う。 
４（９人）３（５人）２（０人）１（０人） 

本時の流れを聞いたとき，やってみたいと思

う。 
４（１３人）３（１人）２（０人）１（０人） 

先生から説明を受けるとき，やってみたいと

思う。 
４（１３人）３（１人）２（０人）１（０人） 

 
交

ペアで学習するとき，楽しい，やってみたい

と思う。 
４（１３人）３（１人）２（０人）１（０人） 

第５学年(７月) 
Hi, friends! １ 

○(Lesson ４) 
 I like apples. 
 
 
 

基本表現 
 I like apples. 
Do you like～? 
Yes, I do. 
No, I don’t. 
 

第５学年(９月) 
Hi, friends! １ 

○(Lesson ７) 
 What’s this? 
 
 
 

基本表現 
What’s this? 
It is ～. 

第５学年(10 月) 
Hi, friends! １ 

○(Lesson ６) 
What do you want? 
 
 
 

基本表現 
What do you 
want? 
○○ please. 

第 ５ 学 年 (11,12
月) 

   
○(Lesson ５) 
What do you like? 
 
 
 

基本表現 
What ○○  do 
you like? 
I like ○○. 



流 グループで学習するとき，楽しい，やってみ

たいと思う。 
４（１３人）３（１人）２（０人）１（０人） 

全体で活動するとき，楽しい，やってみたい

と思う。 
４（１４人）３（０人）２（０人）１（０人） 

自分の考えを伝えるとき，楽しい，やってみ

たいと思う。 
４（８人）３（６人）２（０人）１（０人） 

発表し合うとき，楽しい，やってみたいと思

う。 
４（６人）３（８人）２（０人）１（０人） 

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン 

ペアやグループで積極的に活動することが

できる。 
４（１２人）３（２人）２（０人）１（０人） 

ペアやグループで自分のことを伝えること

ができる。 
４（１３人）３（１人）２（０人）１（０人） 

ペアやグループで友だちのことを知りたい

と思う。 
４（２人）３（１１人）２（１人）１（０人） 

英語で友だちや先生とコミュニケーション

を取ることは楽しい。 
４（１２人）３（２人）２（０人）１（０人） 

活動するとき，コミュニケーションのポイン

ト(Listening, Nice Smile, Good Gesture, Clear 
Voice, Eye Contact)を心がけている。 

４（１０人）３（４人）２（０人）１（０人） 

英語を積極的に話そうとしている。 ４（１４人）３（０人）２（０人）１（０人） 
英語を積極的に聞こうとしている。 ４（１１人）３（３人）２（０人）１（０人） 

ふ

り

返

り 

学習の様子を振り返ることで，自分が分かっ

たことや分からなかったことに気付くこと

ができる。 
４（７二）３（７人）２（０人）１（０人） 

振り返りカードを用いて，学習の振り返りを

行うことで，次回への意欲につながる。 
４（６人）３（８人）２（０人）１（０人） 

○全員が外国語活動の学習を好んでいる。活動に対しても肯定的評価をしているが，人前で外国語を話

したり，自分の考えを外国語で述べたりする活動にわずかな苦手意識が見られる。 
○一斉やペア，グループなど各形態による学習活動を好んでいるので，授業内に様々な形態の活動を取

り入れることで，児童の学習意欲の向上を図るよう努める。 
○友だちのことを知りたくなったり，自分のことを伝えたくなったりするような活動の意欲を高めるこ

とで，児童のより主体的な活動を促すようにする。 
○学習を振り返る際，本時のめあてを確認し，一時間の学びを再確認し，自分ができるようになったこ

とへの意識をより高め，次時以降への意欲向上へと繋げる必要がある。 
(４) 指導観 
○外国語を用いたコミュニケーション活動に取り組む上で，相手意識や目的意識を高めることで活動意

欲を高めるとともに，コミュニケーション能力の向上を図る。 

 

  

     

 

【視点１】 
 目的意識や相手意識を持たせる

ことで児童の学習意欲の向上を図

るような活動を設定する。語彙や表

現に慣れ親しませる活動を通して，

児童が自信を持って表現を使える

ようにしていく。 

【視点２】 
 活動の相互評価を行うことで，コ

ミュニケーションのポイントへの

価値付けを行う。また，一時間の学

習の足跡が残るようなシートを作

成し，活用を図る。 

【視点３】 
 毎時間の授業の流れをパターン

化するとともに，板書についても

統一したものにする。イラストや

絵カードを用いて，外国語表現へ

の視覚的支援としたり，楽しみな

がら活動したりする一助とする。 

【視点１】学びを引き出す 
豊かなかかわり合いのある 

言語活動 

【視点２】学びを振り返る 
思考過程の可視化と 
学びの振り返り 

【視点３】学びを支える 
一人学びのＵＤ化と 
効果的なＩＣＴの活用 



◇インクルーシブ教育の視点から 
【基礎的環境整備】 
・一人一人が学習の見通しが持てるよう学習過程を提示する。 
・毎時間の学習の流れや板書を統一したものにする。 
【合理的配慮】（省略） 
３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 

・好きなものについて積極的に尋ねたり答えたりし

ようとしている。 
・色や形，好きなものは何か尋ねる表現に慣れ親し

む。 
・日本語と英語の発音の違いに気づく。 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度 
①好きなものについて積極的に尋ねたり答えたりし

ている。 

外国語への慣れ親しみ 
①色や形を聞いたり，言ったりしている。 
②好きなものは何かを尋ねたり，答えたりしている。 

言語や文化に関する気づき ①日本語と英語の音の違いについて気づいている。 
 
４ 指導・評価の計画（４時間扱い 本時３／４） 

時 学習活動 
指導上の留意点 

【３つの視点から】 
評価の観点（評価方法） 

Ｂ基準 
１ 日本語と英語の音の違いに気

づき，色や形の言い方を知る。 
 
・あいさつ 
・チャンツ 
・めあてをつかむ 
・色や形の言い方を知る 
・Listening & Speaking Time 
・「ポインティングゲームを行

う。 
・「キーワードゲーム」を行う。 
・ふりかえり 

日本語と英語の音声の違い

を明確にするため，ＡＬＴ

との発音練習の時間を確保

する。 
【視点１】色や形の言い方

を使い，児童に人気の高い

二つの活動を行うことで，

英語での発音や聞き取りを

楽しみながらたくさんでき

るようにする。 
【視点３】板書の絵カード

とシートの絵を統一した

り，学習の流れをパターン

にあてはめて行ったりする

ことで，児童に見通しを持

たせやすくする。 

外国語への慣れ親しみ① 

（行動観察） 
色や形を聞いたり，言ったりし

ている。 
 
言語や文化に関する気づき① 

（振り返りシート） 

日本語と英語の音の違いに気

づいている。 
 

２ 色や形の言い方に慣れ親しみ，

好きなものは何かを尋ねる表

現を知る。 
 
・あいさつ 
・チャンツ 
・ゲーム活動 
・Listening & Speaking Time 
・めあてをつかむ 
・「Ｔシャツさがし」の活動を

行う 
・「カード集めゲーム」を行う 
・ふりかえり 

好きな色や形などを尋ねる

表現を知り，慣れ親しませ

るために様々な活動を通し

て，児童に言わせたり，聞

かせたりする。 
【視点１】「同じカードを

集める」などの活動の目的

を持たせることで児童の活

動意欲の向上を図る。 
【視点２】単元学習カード

に相互評価の項目を設ける

ことで，相手のことを考え

たり，よく聞いたりする態

度を養うようにする。 

コミュニケーションへの関

心・意欲・態度① 

（行動観察・振り返りシート） 

好きなものについて積極的に

尋ねたり答えたりしている。 
 
外国語への慣れ親しみ① 

（行動観察） 

色や形を聞いたり，言ったりし

ている。 
 
外国語への慣れ親しみ② 

（行動観察） 

好きなものは何かを尋ねたり，

答えたりしている。 



３ 
 
本

時 

色や形の言い方や，好きなもの

は何かを尋ねる表現に慣れ親

しむ。 
 
・あいさつ 
・チャンツ 
・ゲーム活動 
・Listening & Speaking Time 
・めあてをつかむ 
・「人気調査」を行う 
・「Ｔシャツづくり」を行う 
・ふりかえり 

コミュニケーション活動の

中に活動の目的を持たせる

ことで児童の活動意欲の向

上を図るとともに，本時ま

での学びを活用する活動を

設定することで，既習の活

用へと繋げるようにする。 
【視点１】「人気調査」と

「Ｔシャツづくり」に関連

を持たせることで活動に必

要性を持たせるようにす

る。 
【視点２】単元学習カード

に相互評価の項目を設ける

ことで，相手のことを考え

たり，よく聞いたりする態

度を養うようにする。 
【視点３】毎時間の学習を

パターン化することで，児

童に見通しを持たせやすく

する。Ｔシャツ作成の際に

使用する教材は，磁石を使

うことで自由に動かすこと

ができるようにし，児童が

試行錯誤しながら活動でき

るようにする。 

コミュニケーションへの関

心・意欲・態度① 

（行動観察・振り返りシート） 
好きなものについて積極的に

尋ねたり答えたりしている。 
 
外国語への慣れ親しみ① 

（行動観察・振り返りシート） 

色や形を聞いたり，言ったりし

ている。 
 
外国語への慣れ親しみ② 

（行動観察・振り返りシート） 
好きなものは何かを尋ねたり，

答えたりしている。 

４ 好きなものについて，積極的に

尋ねたり，答えたりしようとす

る。 
 
・あいさつ 
・チャンツ 
・ゲーム活動 
・Listening & Speaking Time 
・めあてをつかむ 
・「インタビュー活動」を行う 
・「他己紹介活動」を行う 
・ふりかえり 

本単元の学びを活かし，友

だちのことをインタビュー

したり，他己紹介したりす

る活動を通して，学習の活

用を図るようにする。 
【視点１】「インタビュー

活動」と「他己紹介活動」

に関連を持たせることで活

動に必要性を持たせるよう

にする。 
【視点２】活動の足跡をシ

ート内に残していくことで

学びを明確にしていく。 

コミュニケーションへの関

心・意欲・態度① 

（行動観察・振り返りシート） 

好きなものについて積極的に

尋ねたり答えたりしている。 
 
外国語への慣れ親しみ② 

（行動観察） 
好きなものは何かを尋ねたり，

答えたりしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 本時の学習 
(１) 目標 
  色や形の言い方や，好きなものは何かを尋ねる表現に慣れ親しむ。 



(２) 展開 
過程 学習活動 指導上の留意点及び評価 備考 
導入 
10 分 
 
 
 
 
 
展開 
 

１ あいさつをする。 
 

２ 「Word Time」に取り組む。 
・チャンツ ・Listening & Speaking Time 
・カード集めゲーム 

 
 
３ 本時のめあてをつかむ。 
 
 
 
４ Activity１ 
 「人気調査をしよう」 
(１)「色」「形」「スポーツ」「ア

ルファベット」の観点ごとに

好きなものをインタビューす

る。 
  What color do you like?  What shape do you like? 
      What sport do you like?  What alphabet do you like? 
(２)調査結果はシートに記録して

おく。 
 
５ Activity２ 
 「Ｔシャツをデザインしよう」 
(１) 「店員役」「客役」の２グル

ープに分ける。 
(２)「客役」は制限時間内に各店へ

行き，自分のデザインに必要

なアップリケをもらう。 
  What do you want? I want ～. Here you are.  Thank you. 
(３)制限時間が来たら，役割交代。 
(４)２グループともアップリケを

手に入れたら各自，Ｔシャツ

をデザインする。 
(５)完成したら，紹介し，「グッド

デザイン賞」を決める。 
 
 
 
 
 
６ 学習を振り返る。 
 
７ あいさつをする。 

○Let’s start our English class. Hello, everyone. How are 
you? 

【視点３】毎時間の学習をパターン化するこ

とで，児童に見通しを持たせやすくする。 
【視点２】単元学習カードに相互評価の項目

を設けることで，相手のことを考えたり，よ

く聞いたりする態度を養うようにする。 
○「Word Time」を通して，既習の表現を復

習できるようにする。 
 
 
 
○好きなものを尋ねる表現については，ＡＬ

Ｔと一緒に発音練習を行う。 
○「Activity２で人気の出るＴシャツをデザイ

ンするために調査する」という目的意識を

高める。 
○活動中は，可能な限り日本語の使用は禁止

する。 
【視点１】「人気調査」と「Ｔシャツづくり」

に関連を持たせることで活動に必要性を持

たせるようにする。 
 
○活動中は，可能な限り日本語の使用は禁止

する。 
○会話のやりとりの練習を十分に行ってか

ら活動に取り掛かる。 
 
【視点３】Ｔシャツ作成の際に使用する教材

は，磁石を使うことで自由に動かすことが

できるようにし，児童が試行錯誤しながら

活動できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
○色や形の言い方などの表現を個別に確認

したり，練習したりする。 
 
○本時の学習内容の共有化を図る 
 
That’s all for today. See you next time. Good bye. 

学習の流れ 
 
単元別学習カード 
絵カード 
(色・形) 
 
 
 
 
 
 
絵カード 
(色・形) 
 
シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホワイトボード 
アップリケ（磁石） 
Ｔシャツ用紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振り返りシート 
 

 
 

人気の色や形を調査して，Ｔシャツをデザインしよう。 

学習課題 

【言語活動】（設定の意図） 
既習内容を活かしながら，自分の必

要なものを集めていく。短い単語で

コミュニケーションが図れるように

し，児童に達成感を持たせるように

する。 

評価：外国語への慣れ親しみ 

（行動観察・振り返りシート） 

 
・活動中に外国語を用いて，たくさんのコミュニケー

ションを図っている。 

・自分のデザインに必要なアップリケを集めている。 


